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研究成果の概要（和文）： 

わたしたちの生活はつねに多様な人工環境によって支えられている。この「人工環境・内・存

在」のあり方を生態学的現象学、技術哲学、生態学的心理学、さらには、認知科学や建築学な

どの知見を利用して解明すること、これが第一に取り組んだことである。第二に、この知見に

基づいて、バリアフリーデザイン、ユニバーサルデザイン、そして、人間中心設計などの設計

観の意義を明らかにし、具体的な人工物の製作過程への応用可能性を検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Our life is always supported by various artificial environments. First, we have explicated 

the structure of this “Being-in-the artificial environment” from a viewpoint of the 
ecological phenomenology, philosophy of technology, ecological psychology, cognitive 

science, and architecture. Second, we have explicated the practical possibility and 

meaning of this approach, considering the problems of universal design and human centered 

design. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の研究代表者は、おもに知覚経験の構
造分析に際して、現象学的観点と生態学的観

点の統合の必要性を長らく主張して、「生態
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学的現象学」という見方の意義を明らかにす

ることに取り組んできた。この見方は、現在

の心理学や認知科学、そして心の哲学の基本

的枠組みを作っている脳中心の見方に対し

て、知覚者が身体をもって環境と相互作用す

るあり方に光を当てるものである。生態学的

心理学者のＪ・Ｊ・ギブソンは、環境内に存

在するさまざまな情報を指摘することによ

って、「環境内存在」というあり方をする知

覚経験に関する現象学的見方に、科学的基盤

を提供しているということもできる。 

他方で、わたしたちが今日、日常的に出会う

環境はほとんどすべてがなんらかの仕方で

技術的に作られた人工環境である。したがっ

て、知覚しながら行為を制御しているわたし

たちの日常経験は人工環境のあり方に大き

く影響を受けているが、必ずしもその点は、

注目を集めることは多くはない。この点が明

確化するのは、日常経験の世界に例えば障害

者が登場したり、あるいは、当たり前であっ

た行動を改良してより合理化したりしよう

とする場合である。具体的にはバリアフリー

やユニバーサルデザインといった設計観が

こうした点を取り上げている。しかしながら、

これまでの技術哲学では、技術と社会の関係

を重視しながらも、多くの場合、もっぱら設

計者中心に技術のあり方が考えられてきた

ために、具体的な使用の脈絡で生じるさまざ

まな問題には必ずしも十分な注意がはらわ

れてこなかった。 

本研究は、このような日常生活を構成してい

る知覚と行為、そして人工環境との相互作用

のなかでどのようなダイナミックな関係が

成立しているのか、この点を生態学的現象学

と技術哲学のこれまでの知見を利用しなが

ら明らかにしようとするものである。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、生態学的現象学の観点と技

術哲学の観点を統合することによって、わた

したちの日常生活を形成しているさまざま

な知覚と行為のあり方を解明し、改良の可能

性を探るものである。具体的には大きく二つ

に分かれる。 

（１）第一は理論的課題への取り組みである。

生態学的現象学はおもに、知覚と行為の不可

分な連関という観点にもとづいて経験構造

の解明を目指すものである。他方で、技術哲

学は、こうした経験に介在する多様な人工物

の設計と製作のあり方を解明し、さらには、

制作された人工物によって経験がどのよう

に変化するのかを明らかにすることを課題

とする。両者は密接に関係しているように思

われるが、生態学的現象学の観点では、知覚

者や行為者の観点が重視され、他方、技術哲

学の観点では、作られた人工物の方に焦点が

合わされる、といった具合に、必ずしも二つ

の観点を結び付けることは容易ではない。本

研究の課題は、こうした二つの観点の関係を

明らかにする理論的課題に取り組み、両者の

観点を統合する見方を切り開くことである。 

（２）第二は、実践的課題である。現在は、

設計に関して人間中心主義設計やユニバー

サルデザインなど使用者中心的視点を重視

する設計観が盛んになっている。この観点は、

特に障害者の社会進出支援という脈絡では

重要な役割を演じてきた。しかし他方で、こ

のようなデザインによって制作された技術

的人工物を配置するだけで、多くの社会的バ

リアーが解消されるわけではない。また、ど

んな技術的製品の設計の場合でも、使用の脈

絡では、設計者の意図とは異なった仕方で製

品が使われ、違った意味をもつ可能性がある

ことはよく知られている。こうした点から考

えると、設計者と使用者、制作者と消費者と

いう単純な二分法を超えた設計観、技術観が

求められているといえる。本研究の第二の目



 

 

的は、ユニバーサルデザインの専門家の知見

を参照したり、障害者用の椅子の設計のよう

な具体例を参照したりしながら、こうした問

題にどのような解決法があるかを探ること

にある。 

 
３．研究の方法 

研究方法としては、本研究の代表者、分担者、

連携研究者などを中心とした公開研究会の

開催が第一である。本研究の研究分担者や連

携研究者はそれぞれ、心理学、建築学、哲学、

認知科学など多様な領域に属しており、そう

した多様な知見からの提案をじっくりと議

論する研究会が一つの柱となる。ただし、実

践的な脈絡までを視野に入れるには、分担者

のみでは不十分なので、内外の多様な専門家

による情報提供を受けたり実地のデモンス

トレーションを行ってもらったりするワー

クショップの開催なども適宜行った。 

 
４．研究成果 

日常的な人工環境のなかで知覚経験と行為

経験を遂行する場合、通常は、一方に主体が

おり、他方に客体があるという静止的な二元

的構図によって問題を考えがちである。それ

に対して、本研究では、主体と環境の創造的

相互作用へと目を向けることの重要性が繰

り返し確認された。 

（１）認知や行為、あるいは、人工物の設計

を考える場合、主客分離を前提する二元的図

式をまずは出発点とすることはやむをえな

い面がある。しかし実際の経験の過程は、規

模の大きさ者さまざまであるが、つねにダイ

ナミックに動いており、その動きのなかで一

定の安定性を獲得する作業を実現している。

これは、小さな子供がつかまり立ちを始める

ときの過程にせよ、スポーツ選手が高度な技

を使ってパフォーマンスを実現する過程で

も同様である。西田幾多郎のいい方を使うと、

わたしたちの経験は「作られたものからつく

るものへ」という創造的な過程として成立し

ているのである。 

知覚や行為の主体としての身体にせよ、知覚

や行為の相互作用の対象である環境にせよ、

それらは動的な過程のなかにある存在であ

り、そのような観点から設計や技術について

も考える必要があるというのが本研究の第

一の成果である。 

（２）もうひとつの成果は、知覚・感覚論に

関して、色彩、照明、音などの感覚現象に関

してそれらが持つ空間性を取り出すことに

一定の仕方で成功した点である。特に、色の

モードの違いが建築物の空間構成にとって

重要な役割を演じることが、例えば、フラン

ス・ルトロネの修道院の分析などで示唆され

た。色や光は独特の仕方で空間を構成するが、

音に関してその空間性を明確化することは、

これまで生態学的観点からもいくつか試み

がなされてきたが、必ずしも大きな進展は見

られていない。それに対して、本研究のなか

からは、視覚に関する包囲光に対応するよう

な聴覚に関する音響的情報の存在を示唆す

るような提案がなされて、今後の研究への足

がかりがえられた。これらの点も、感覚現象

について、伝統的な二元論の図式にはおさま

らない経験構造の確認といえるだろう。 
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